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保存科学について
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愛矧県埋蔵文化財センタ ー での木製品

処理課程（アミは各地事務所）

処理後の墨化現象（右）と脱色処理

後の木製品（左）

本年度のシリ ー ズである「考古学と自然科学」では、 前3回で主に出
土した遺構。遺物を、 自然科学の分野からみるとどのように分析できる
かという問題について書かれてきた。 今回の「保存科学について」では、
脆弱な遺物や遺構に対して、 近年進歩の著しい自然科学的手法を用いて
どのように対処しているかについて、 その概要を述べていきたい。

発掘調査によって出土する遺物の中で、 性急に保存処理を必要とする
主要なものとして、 「木製品」 ・ 「鉄製品」があげられます。

木製 品
遺跡の中の木製品が遺存するためには、 水分が不可欠な条件であり、

乾燥した遺跡ゃ乾燥地域ではめったに残らないといってよい。 遺物の中
の水分は、 腐殖してい＜木材内のセルロ 一 ス分のかわりに、 「芯」とな
り木材の形状を保つ役割を果たしている。 ために、 水分が供給されてい
た地点より取り上げると、 水の蒸発により芯がなくなることと蒸発時の
表面張力により、 変形を起こしてしまう。 これを防ぐためには、 水の換
わりに別の「芯」を入れてやればいいことになり、 現在この芯となるも
のとしては主に合成樹脂のポリ工チレングリコ ー ル（以下PEG)が使
われている。 PEGは融点が55℃であるため、 加熱すると液状になる。
この液の中に木製品を浸けることにより、 水とPEGの交換を行う。 た
だし、 短時間では高濃度のPEGとは置換できず、 低濃度より順次時間
をかけて含浸していかなければならない。 また水分の蒸発時の表面張カ
の影響をおさえるためには、 水→アルコ ー ル→キシレンという具合に張
力の弱いものに含浸液を変え、 最後には乾燥させるアルコ ー ル ・ キシレ
ン法や、 真空状態で瞬時に凍結させて水分を抜く真空凍結乾燥法がある。

現在当センタ ー では、 PEG含浸とアルコ ー ル ・ キシレン法を行って
いるが、 両方とも時間がかかる方法であるため、 処理前の遺物は、 水槽

・ タッパ ー ・ ビニロンフィルムなどに人れ、 水の腐敗を防ぐためにホウ
酸・ホウ砂を混入している。

金属製品
遺跡から出土する金属器の場合、 遺存状況がよほど良好でない限り、

大部分のものには表面にサビが生じており、 状態が悪ければ本体にまで
もサビ ・ 風化が及んでいる。 サビの原因は酸化であり、 塩分や水分はそ
の進行を早める働きをする。 従って、 出土した遺物は酸素と触れたり、
内部に塩。水分を含んでいる限り、 サビは進行していくと考えてよい。
ために金属器に対しては、 まず自身のサビの要因を除去するため、 脱水
（アルコ ー ルに浸し水分と置換する）、 脱塩（水酸化リチウムやベンゾ
卜リアゾ ー ルを用い化学的に除去する）処理を行う。 その後、 表面に付
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着したサビをニッパ ー ・カッタ ー ・グラインダ ー ・エア ー ブラシなどを
使って物理的に除去していく。 次に酸素の遮断と内部の強化を目的に、
合成樹脂（アクリル系樹脂）を含浸するのであるが、 木製品と違い、 た
だ浸しておくだけでは内部に浸透しないため、 減圧した中で含浸を行っ
ている。 含浸後は樹脂の光沢を取り除くために、 溶剤で表面を最小限に
拭ぎ取り、 シリカゲルを封入し密封し保存している。 その他、 こういっ
た合成樹脂の含浸は、 脆弱な土器や骨角製品に用いられている。

「土層転写」。 「遺構の取り上げ」
以上に述べたのが遺物に対する自然科学の応用例である。 次に遺構に

適用している事例として「上層転写」・「遺構の取り上げ」をあげたい。
土層転写とは、 検出された上層断面や遺構面を、 合成樹脂を塗布して

そのまま剥ぎ取ってしまう方法で、 土器集積や貝層にも有効である。
遺構取り上げとは、 取り上げ予定の遺構。遺物の周囲を硬質発泡ウレ

タンで覆い保護した後地面から切り取るもので、 重機等を利用すれば、
相当大型のものも取り上げ可能である。

このような自然科学の成果の応用は、 脆弱な遺物や移動でぎなかった
遺構を恒久的に保存・展示することを可能にした。 しかし、 これらの

「保存性」の良さは、 合成樹脂という作り出されて間のない物質により成
立しているため、 長い時間枠の中でみた場合、 自然物である遺物・遺構
に対して良好であるかは今後の問題となってくるであろう。 また、 全て
の出土品に対して、 上述のような方法で処理を行ってよいのかという問
題もあり、 実際に適応しないものも存在することが確認されつつある。

自然科学的な方法を用いて文化財の保存処理を行う「保存科学」が開
始されて、 世界的にみても 14 0年程度しか経っておらず、 本格的に行な
われるようになったのは最近のことである。 近年低湿性遺跡などを調査
する例が増えるに伴い、 それらに対庶する「保存科学」の需要が増して
きており、 今後その進展に対し大きな期待がかけられていると言ってよ
いであろう。 （宮腰健司）
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市町村だより
（ 

西中神明社南遺跡

知立市教育委員会

西中神明杜南遺跡は、 知立市城南部を西流す

る猿渡川の支流吹戸川の右岸に位置する。 昭和

63年1月、 ほ場整備事業のため水田耕土を削平

中多鼠の遺物が確認されたことから新たに発見

され、 同月に試掘調査を実施、 その結果から新

規農道部分 250m'を対象に発掘調査を行った。

遺跡は、 猿渡川との間に突出する半島状の中

位段丘に沿った沖積低地上に立地し、 遺構確認
面での標高は0 。 5-0 . Smを測る。 検出遺構は

弥生時代のものに限られ、 樫王 ～ 水神平式期の

円形土坑4基、 中期後葉の溝状遺構・士坑．杭

列等がある。 前者からはいずれも所謂ドングリ

類を検出、 特にS K 6 からは幣しい量が出土し、

この種の土坑が堅果類の貯蔵施設であったこと
を窺わせる。 また後者の内、 SD 1 及び土坑状

を呈するS X 1 · 2からは、 広鍬・又鍬等の農

具や石斧の柄といった木製品が大量に出土、 大

土 田 関 連 遺 跡

稲沢市教育委員会

土田関連遺跡は、 稲沢市の南東部に位置し、

五条川下流域の自然堤防状微高地及び後背湿地

に立地し、 標高 1. 5-3 mを測る。 調査は県営

水質障害対策事業萱津地区工事に先立って、 昭

和63年1 1月14日～ 昭和64 年1月4 日に、 幅2m、

総延長約500 mのトレンチを設定して実施した。

遺構は概ね2時期に分けられ、 その一つは古

墳時代前期の集落で、 竪穴住居4-5軒、 溝数

条、 自然流路（集落の南を走る環濠か）を発掘

区の北端部で検出した。 もうーつは平安時代末

から中世にかけての集落跡で、 火葬及び士葬の

墳墓群、 曲物使用の井戸、 円形大型土坑（井戸

か）、 土器溜り等を検出した。 以上の2時期の

他に、 江戸時代の八神街道跡、 現代（土地改良

以前）の木樋を確認した。

遺物には、 弥生土器（後期末）、 土師器、 須

恵器（古墳時代～ 古代）、 中世陶器、 中国陶磁、

4 ― 

部分が未製品であることから、 春日井市勝川遺

跡等で検出されている一種の貯蔵施設であった

可能性が強いと思われる。 この他包含層からは、

古墳時代須恵器・管玉、 灰釉陶器、 銭貨、 製塩

土器、 山茶椀（墨書土器含む）等各種遺物が多

量に出土している。

今回の発掘調壺は、 過去3 か年の調査で不明

であった弥生時代の生業活動の一端が明らかに

なったことを最大の成果としている。 今後は上

記遺物の樹種分析等を通じ、 より具体的な資料

の提示を行っていきたい。

（知立市歴史民族資料館学芸員 岡本茂史）

近低陶器、 管王、 刀剣の鍔等がある。 このうち

古墳時代前期の土師器（壺、 対、 甕、 台付甕、

高杯、 ミニチェア等）が量的に最も多く、 その

ほとんどが発掘区北端部の竪穴住居と溝から出

土した。 写真の肩部に線刻文のある壺は、 発掘

区の南端部で、 遺構に伴わず単独に出土したも

ので、 近くの清洲町廻間遺跡出士例との関連が

注目される。

今回の発掘区のうち北端部を除く部分は、 清

洲町土田遺跡の延長と考えてさしつかえないが、

北端部については、 別の遺跡（福田遺跡と命名）

とすべきであろう。

（社会教育課主事 北條献示）



資料紹介

樹坪遺跡 出土の角杯

豊田市教育委員会

梅坪追跡は、 矢作川と篭川の合流点に近い標
高37-4 0 mの台地上に立地する弥生時代後期か
ら室町時位にかけての複合遺跡である。

本資料は、 第 2次調査(1986年）で検出され
た溝状煩溝(SD 205)から出上した須恵器の
角杯で庶い口径78mm、 高さ133mmで、 明灰色
を呈し、：’尤端部の焼成状態が不良である。 施文
はなく、1勺面には釉がかかっている。

角杯け、 オリエントやユ ー ラシア大陸に広く
分布し、 蒻質も金属・ガラス ． 陶製など各種の
ものがあち。 東アジアでは新羅での出土例が知
られて\_,'る。 日本での出土例は、柴垣氏による
と、 福井県三方郡美浜町獅子塚古墳( 2点）、
美浜町肛道寺窯( 1点）、 岐阜県陽徳寺古墳
( 1点） ，ヽ 石川県羽咋郡志賀町中村畑遺跡( 1
点）のり冽と少なく、 北陸地方に偏っている。
東海地方では岐阜県陽徳寺古墳の例に限られ、

三の丸遺跡は近世において名古屋城三の丸内
の武家屈敷地となっていたところである。 今回、
県新文仁会館建設に伴う調査で下層より弥生～

奈良。ヽ「安時代の住居跡が多数 見つかった。
その'-['1の一 軒の竪穴住居より、 ほぽ完形の双

耳瓶か昌土した。 この双耳瓶は口径約 3_5cm、
器高約 !5cmで、 肩の部分に面取りをした耳が 2
つ付く， 色調は全体的に赤褐色を呈し、 口頸部
から肩の部分にかけて光沢のある淡緑色の灰釉
が厚くかかっている。 同住居からは他に多くの
須恵器• 土師器も発見されており、 時期的には
奈良時代末 ～ 平安時代初頭に位置づけられるも
のと息われる。

灰釉双耳瓶は猿投山西南麓古窯址群で生産さ
れたものとみられるが、生産量は少なく、 器高
20cm以上の大型品と10cm以下の小型品が知られ
るのみである。 今回発見されたものは両者の中

埋蔵文化財愛知 No.16 

愛知県内では本資料が初めてである。 また、 集
落内での出土例としては中村畑遺跡についで 2
例目である。 本資料は 7 -8 世紀頃の須恵器の
杯と伴出し、 これまでに出土した角杯がいずれ
も 6 世紀代で、 年代差が大きい。 また、 他の例
は18 - 23cmと大きく、 それらと較べて本資料は
小型である。 柴垣氏によると、 陽徳寺古墳出土
の角杯は北陸地方との関連が示されているが、
本資料、 そのような要素は特に認められない。
＊柴垣勇夫 「特殊須恵器の器種と分布」 『愛
知県陶磁資料館研究紀要』6 1987。

（杉浦裕幸）

間の大きさで、初めての類例である。 また、 双
耳瓶が完形に近い形で出土することは極めてま
れな例で、 住居内から発見されるのもほとんど
ないことであるから、 たいへん貴重な資料とい
えよう。

三の丸遺跡からは他にも花文を施した緑釉陶
器・円面硯なども発見されており、 この遺跡が
何らかの公的施設か拠点的な集落であった可能
性が高いものと思われる。 （城ケ谷和広）
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D ·E ·F区

調 査 風 景

F 区 全 景

D 区

A区中面全景

発 掘 ユ ス

検出。 いずれも17世紀初頭と考えられる。 E ·

F区下面で幅7 -8m、 深さ 1mの溝や士坑を
検出、 縄文時代中期、 古墳時代前期の土器が出
土。 L区では、 微高地周辺から縄文時代前期の
遺物が出土、 土坑等の遺構を検出した。

墳丘長約4 0mの 5 世紀末葉の前方後円墳である。
今回の調査は東周濠の一部と近接する池下南古
墳を中心に、 12月より作業を開始した。 その結
果東周濠内より円筒埴輪の出土があり、 池下南
古墳は径約18mの円墳であることが判明した。

において、 城下町前期の屋敷地を囲むと考えら
れる溝の一部、 及び井戸2 基を検出した他、 奈
良～平安期の竪穴住居 6 軒を確認することがで
きた。 また、 五条川改修に伴なう調査では、 D

L 区

池 下 南 古 墳

9、/ 、 .... … .  パ·~,, . .  

区を最後に、 今年度の調査を終了した。 F区 城下町前期の溝

期の環濠 2条と後期の環濠 2条、 弥生時代中期
の土坑墓 1基を検出した。 環濠内には見層の堆
積がみられた。 G区では、 古墳時代前期の竪穴
住居 1 軒、 検見塚の周溝と思われる溝 2条、 中
世土坑数基を検出した。

高蔵式期の良好な一括資料を得ることができた。
これらは竪穴住居跡の可能性もある。 この下層
では溝などを数状検出し、 瓜郷式の土器などが
若干出土した。 岡島遺跡の範囲が国道 23号線を
こえて北側にも広がることが判明した。

―6-
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遺跡紹介

東三河を貰流 する豊川の右岸には、 酉から稲
荷山貝塚· 樫王遺跡 ・ 五 貰森貝塚 ・ 大蚊里貝塚

・ 麻生田遺跡· 水神平遺跡と縄文時代晩期中葉
から弥生時代初頭にかけての遺跡が帯状に分布
している。 麻生田大橋遺跡は、 豊川の低位段丘
上（標高10m)に立地し、 市道北側に位置する
麻生田当貝津遺跡（縄文時代中期後葉 ～ 晩期後
葉）と合わせて麻生田遺跡と総称されている。
本遺跡は、 豊川市教育委員会により、 昭和 52年
度から11次にわたり、 のべ 4 ,000吋の発掘調査
が実施されている。

今回の調査は、 県道東三河環状線工事に伴う
事前調査として、 愛知県埋蔵文化財センタ ー が
実施したもので、 面積は 1,900面である。

検出した遺構は、 土器棺61基、 溝状遺構25条、
堀立柱建物数 棟、 井戸 1基の他、 多数 の土坑 ．

ピソトで、 今回の調査地が墓域もしくは居住域
として利用されていた こ とが推定できる。 遺構
の分布をみると、 調査区全 域にひろがっている
が、 土器棺は西半分、 堀立柱建物は北西隅に集
中している。 尚、 調査区東端では、 低位段丘の
基盤層である黄褐色土層の下にある礫層が露出
している。
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こ れらは、 時期的に縄文時代晩期後葉～ 弥生
時代初頭に属するもの(I期）、 鎌倉時代 ～ 室
町時代に属するもの(Il期）、 江戸時代に属す
るもの(ill期）に大別できる。

I期の遺構としては、 上器棺61基、 土坑 5基
を検出した。 土器棺に使われた土器は五 貫森式

． 馬見塚式 ． 樫王式 ・ 水神平式 ・ 岩滑式の各時
期のものがみられ、 合わせ口棺等による土器の
組み合わせの検討から、 馬見塚 ・ 樫王 ・ 水神平
式は、 さらに細分できる可能性がある。 今回の
調査区は、 土器棺がほぼ前面に分布し、 竪穴住
居等が未検出の こ とから、 墓域として利用され
たと推測できるが、 こ の土器棺と同じ包含層中
から数 百点の打製 ・ 磨製石斧が出土する こ とは、
単に墓域と考える こ とに問題をの こ している。
居住域の検出が待たれると こ ろである。

Il·ill期の遺構としては、 溝で区画された堀
立柱建物（詳細は検討中）、 土坑多数 がある。
土坑の中には墓坑と推定されるものもあり、 こ

の地が、 居住域ならびに墓域として存在してい
た こ とを示唆している。 こ の時期の遺構遺物は、
I期のものに劣らず充実した内容を持っている。
こ れらの詳細の検討が こ れからの大きな課題で
ある。

（安井俊則）

／／ 

7� 
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『日本列島発掘展』

平成元年 4月14Bより、「古代の美とロマンをもとめて」という
テ ー マで、 『 日本列島発掘展』が行われます。 同展では日本文化

の基礎をなす原始。古代を中心に、(1)仮面の謎、(2)音を掘る、(3)豊か
な実りを求めて、(4)祭と政、(5)まじないとアクセサリ ー 、(6)ホットニュ

一 スコ ー ナ ー 、(7)地元コ ー ナ ー の各部門の展示がなされます。 本センタ ー では、
愛知県埋蔵文化財調査センタ ー と供に地元コ ー ナ 一 を担当し、 下記の内容で県
内出上品を展示する予定でおります。

期間 平成元年 4月14 日（金） -4月19 日（水）
場所 名古屋名鉄百貨店
内容 地元コ ー ナ ー 「木の造形」

人形木製品

朝 日遺跡。清洲城下町遺跡・ 岩倉城遺跡出土の木製品を中心に展示。

鳥形木製品

セ ン タ

平成元年 1月21 日
麻生田大橋遺跡 参加者 1 60名
．縄文時代晩期～弥生時代初頭の土器棺墓

• 土坑、 中世の堀立柱建物の説明。

12· 6  海部南部消防組合1 7名。
. 7 (財） 大阪文化財センタ ー 村上富貴

子氏。
·12 栃木県文化振興事業団 山口仁氏他1

名。
·16 弥富ライ オンズクラ ブ4 4名。
·19 足助町教育委員会 鈴木茂夫氏他2名。

89·1 ·20 島根県土木部 黒田伸二氏他2名。
1 ·2 7  橿原考古学研究所 石野博信氏他2名。

8-

船形木製品

B 誌

2·2 香川県埋蔵文化財センタ ー 小原克己
氏他1名。

. 6 高浜市PT A35名。

. 10 西尾市教育委員会3名。
·15 刈谷市市史編さん室 村瀕典章氏。

。22 県高等学校教育課20名。
·22 闘東京都埋蔵文化財センタ ー

竹尾進氏。
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